











意匠学会が発足 して30周年 を迎える。初めか らこの学会 に関係 してい た者 の
一人 として,感 慨 は一 入で ある。その足跡 をふ り返 って見る機会が与 え られ た
と思 うが,記 憶 力が至 って悪 く,忘 れ去 っていることが多いので恥 しい次第で
あ るが,思 いつ くままに記 してみ よう。
意匠学会 は 「デザイ ン」 の学会である。それで はデザ イン学 会 とした方が適
当でないか と思 う人たち もあろう。 しか し,こ の 間の事情 につ いては,機 関誌
「デザ インの理論」の第2号 に,神 戸大学名誉教授の向井正也氏が記 してお ら
れ るので,今 一度 この文章 を読み返 していなだ きたい。新 潮 ・世界美術辞典 に
よれ ば,デ ザ インの項 中 「意 匠(計 画 とい う語 に近 い」 と記 されてお り 「美
的 ・造形計画 と同時に行為対象が内包する機能へ の考察が要求 される」 ともあ
る。つ いで なが ら,新 村 出の広辞苑 をみる と 「下絵 ・素描 ・図案 ・意 匠計画 。
生活に必要 な製品 を製作す るにあた り,そ の材質 ・機能 ・技術 お よび美 的造形
性な どの諸要素 と,生 産 ・消費面か らの各種 の要求 を検討 ・調整す る総 合的造
形計画」 とある。私の怠慢 か らか,手 近な辞典類 か ら,自 らがかかわ っている
言葉 を探 してみ ることは今 まで一度 もしなか った。これも30周年のた まもの と
感謝する。ついでなが ら,今 まで気がつかなかったことを述べてみ よう。 しか
し,こ れは私だ けの ことであって,私 の無知 を発 見 したにす ぎない事柄 であろ
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う。
「モ ダン ・デザ インの展開」 モ リスか らグロ ピウスまで は白石博 三訳 の
ニ コ ラス ・ペ ヴ スナーの 書 であ る。 同訳 書 の あ とが きに 「原 著 は,は じめ
PioneersoftheModernMovementfromWilliamMorristoWalterGropiusとい
う表題が1936年にロ ン ドンのFaberandFaberから出版 され,名 著 の評 を博 し
た ものだが,こ こに訳 したのは,そ れ を13年後 に改訂増補 した第二版で ある」
と訳 している。 この ことは何 を意味 しているのであ ろうか。デザイ ンという言
葉 は,す くな くとも,現 在用 い られている意味で,今 世紀の初めか ら戦後 まで,
日本では語 られ ることがほ とんどなか った。ペ ブス ナーもまた,戦 後,1949年
にモ ダン ・ムーヴメン トを,モ ダン ・デザ イ ンと書 き直 している次 第で ある。
1953年「みずゑ」 とい う美術雑誌の別冊第1号 は 厂今 日のフ ォルム」 とい う
特輯号 で,そ の冒頭で,劔 持勇の 「現代デザ インの成立」 とい う記事が ある。
「工芸」 とい う言葉 の時代は終 ろうと してい る。 この古 い,ど うにも意
味の とれない言葉 に替 って 「デザ イン」即 ち 「計画」 なる概念が まます明-
確 になって来る。
このような発言 に したが って,た しか にデザ インとい う言葉 は次第に一般化
されることとなったが,こ れでわかるとお り,戦 後,し か も1950年以降 とい う
ことが指摘で きる。
「現代 デザ イ ンの成立」 の文章 はハ三バ ー ト・リー ドの 「イ ンダス トリア
ル ・デザ イン」 に負 うところが多いと しめ くくっているが,リ7ド の本邦訳 の
原典 ではArtandIndustryが書名で,副 題 としてThePrinciplesofIndusturial
Designとな り,み すず書房 版で は上記 の書 名 とされてい る。そ して,リ ー ド
の初版 は1932年で あ り,邦 訳 の原本 は1953年版 の ものであ る。
1950年以降,わ が国で'はデザインとい う言葉が一般化 しはじめ,そ れに拍車
をか けたのが1960年の世界デザイン会議の 日本で の開催であ る。デザ イ ンの世
界はか くして,デ ザ イン ・ブー ムを まきお こ した。 その後の石油 ショックが
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あった として も,デ ザ インの世界は確立 されたので ある。手 もとに資料が ない
ので明確 には言いがたいが,ヨ ーロ ッパ各国で は 日本 よ りおそ くデザ イ ンとい
う言葉が定着 した ようである。デザ インとは英語で あ り,英 語 圏で は比較 的早
い誕生 を見 るが,自 らの伝統 を固守 しがちな ヨーロ ッパの国々にあ?て,例 え
ば,ド イツ ・フランス ・イ タリアで も,今 日で はデザ インとい う言葉が用 いら
れているこ とは衆知の とお りである。
デザ イ ンの領域 で今一つ注 目すべ き事柄 は,恐 ら くはインダス トリアル ・デ
ザ インに始 まった と考 え られ るところか ら,建 築 ・服 飾 ・クラフ ト・コマ ー
シャルとジャンル を広 げて とどまる ところな く,ア ーバ ン ・デザ インなどその
広 さはとどまるところ を知 らなヤ・ほ どで ある。 したが って,デ ザ インの本質的
な問題,機 能 と装 飾について,今 一度根本的 に見返 る時期 に来てい る とい える
のが今 日であろ う0
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